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　【はじめに】

心臓血管手術を受ける患者は、不安や緊張、精神的・身体的苦痛からせん妄を発症しやすい。そこで、心臓血

管術後患者のせん妄予測におけるＪ－ＮＣＳの有効性を明らかにし、ストレス緩和や睡眠導入に効果がある音

楽療法に重点を置き、予防効果を検討したので報告する。

【方法】

心臓血管外科術後にｌｃＵへ入室した患者（38例、男性26例、女性12例）を対象とし、入室前情報、バイ

タルサイン、Ｊ－ＮＣＳ、Ｂｌｓ値、ｓＡＳ・OAAS・ラムゼイスコアを用い、SAS3を基準にしたせん

妄の発生との関連を検討した。また、19例で音楽療法を施行し、せん妄の発症率を施行しない群と対比検討し

た。

　【結果】

38例中11例がせん妄をおこし、せん妄群は非せん妄群に比し挿管時間が有意に長く、Ｊ－Ｎｃｓは有意に小

であった。また、脳疾患の既往の有無によって有意差がみられた。音楽療法をした群はしなかった群に比し、

せん妄の発生は有意に低かった。

【結語】

Ｊ－Ｎｃｓは術後ｌｃＵでのせん妄の予測に有用であり、脳疾患の既往、術中からの挿管時間はせん妄のリス

クになりうる。また、術後ｌｃＵでの音楽療法はせん妄の予防に有用である。
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